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ポジティブインパクトファイナンス評価書 

 本評価書の目的 

 

本評価書は、株式会社愛媛銀行が、株式会社金城滋商事に実施するポジティブインパクトファイナンス（以下、

PIF）について、同社の事業活動が環境・社会・経済にもたらすインパクト（ポジティブインパクト及びネガテ

ィブインパクト）を包括的に分析・評価したものである。分析・評価は、国連環境計画・金融イニシアティブ

（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（以下、PIF 原則）及びPIF 実施ガイド（モデル・フレ

ームワーク）、ESG 金融ハイレベル・パネルにおいてポジティブインパクトファイナンスタスクフォースがまと

めた「インパクトファイナンスの基本的考え方」に則っている。なお、当行のPIF 実施体制は、株式会社格付投

資情報センターより、PIF 原則への適合について、第三者意見を取得している。 

 

 

 評価対象案件の概要 

 

借入人 株式会社金城滋商事 

貸付人 株式会社愛媛銀行 

融資金額 100,000,000 円 

融資形態 証書貸付 

資金使途 運転資金 

貸付日 2025 年2 月28 日 

最終返済期日 2030 年2 月25 日 
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1. 借入人の概要 

 

(1) 企業概要 

 

 

 

 

 

企業名 株式会社金城滋商事 

代表者名 代表取締役 金城 滋 

所在地 愛媛県松山市問屋町10 番7 号 

創業 1985 年4 月 

設立 1996 年11 月 

従業員数 35 名（2024 年9 月期） 

資本金 30 百万円 

売上高 10 億35 百万円（2024 年9 月期） 

事業内容 

一般・産業廃棄物収集運搬事業 

産業廃棄物中間処理事業 

再生資源加工事業 

事業所 
本社：愛媛県松山市問屋町10 番7 号 

南吉田事業所：愛媛県松山市南吉田町2222 番地1 

沿革 

1985 年 

 

1996 年 

 

 

1999 年 

 

2002 年 

2003 年 

2004 年 

2006 年 

2010 年 

 

2019 年 

2022 年 

金城滋氏が廃品回収を目的に金城商事を個人創業 

本社所在地：愛媛県松山市枝松一丁目6-21 

法人に改組 株式会社金城滋商事設立 

初代代表取締役に金城滋氏が就任 

本社移転 本社所在地：愛媛県松山市安城寺1-5 

中間処理場新設及び本社移転 

本社所在地：愛媛県松山市南吉田町2222-1 

本社近郊に再生資源加工場新設 

RPF（固形燃料）製造ライン新規導入 

ISO14001 認証取得 

CPF（フラフ燃料）製造ライン新規導入 

再生資源加工場新設 

所在地：愛媛県松山市南吉田町2283-1 

本社移転 本社所在地：愛媛県松山市問屋町10-7 

(株)御池鐵工所製選別機 バリオセパレータ新規導入 
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(2) 事業概要 

株式会社金城滋商事は、愛媛県松山市に本社を構える会社で、一般・産業廃棄物の収集運搬、中間処理及び再

生資源加工を行っている。主力の産業廃棄物収集運搬事業では、四国全域にとどまらず関東から九州までを営業

エリアとしてカバーしている点に強みがある。同社は、収集した廃棄物の中間処理事業及び再生資源加工事業を

自社設備において一気通貫で行うことができ、地元同業者との差別化、業界内でのプレゼンス向上につなげてい

る点が大きな特徴といえる。 

また、四国内トップクラスの選別処理設備を有する同社では、自社が収集する廃棄物に加え、同業者が収集す

る廃棄物の引受も行っている。これにより、再資源化で新たな価値を生み出す有価物を一手に集めることが可能

となり、同社のビジネスモデルの構築につながっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 一般・産業廃棄物収集運搬事業 

本事業は、事業系を含む一般廃棄物、産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬で構成されている。一般

廃棄物収集運搬事業では、松山市委託の可燃ごみ・古紙（家庭ごみ）の定期収集と、企業や各種施設から排出さ

れる事業系一般廃棄物を取り扱っている。産業廃棄物収集運搬事業では、主に四国エリアの企業から排出される

廃棄物の収集運搬を担っており、収集品目は、廃プラスチック類、金属くず及び紙くずなど、多種多様な廃棄物

を取り扱っている。また、同社は、特別管理産業廃棄物の収集運搬許可も取得しており、感染性産業廃棄物、廃

石綿及び廃PCB 等を取り扱える希少な事業者である。 

特に、主力の産業廃棄物収集運搬事業においては、四国全域に加えて関東エリア（東京都等）、東海エリア（愛

知県等）、近畿エリア（大阪府等）、中国エリア（広島県等）及び九州エリア（福岡県等）の各自治体から収集運

搬に関する許可を取得しており、本事業の広域展開を可能にしている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

南吉田事業所外観 

トレーラー 計量器付パッカー車 ４tウィング車 
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② 産業廃棄物中間処理事業 

 本事業では、主に自社及び同業者が収集運搬した産業廃棄物の中間処理を行っている。同社は、四国内トップ

クラスの選別処理設備を有し、収集・引受した廃棄物をワンストップで処理できる点を強みとしている。地元同

業者には、同社のように多種多様な廃棄物を処理できる設備を有する会社はなく、地域で排出される廃棄物が同

社へ集まる仕組みが構築されている。 

 特に、(株)御池鐵工所製選別機の「バリオセパレータ」は、今後の廃棄物引受量の増加に備えて導入したもの

で、廃プラスチック類、木くず、紙くず、繊維くず、金属くず、ゴムくず、「ガラスくず、コンクリートくず及

び陶磁器くず」及びがれき類の8 種類の選別を可能にしている。バリオセパレータは、南吉田事業所内でひと際

目を引く大型設備で、50 ㎥/h の処理能力を誇り、選別作業の省人化・効率化にも大きく貢献している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 再生資源加工事業 

 本事業では、中間処理過程で選別された廃プラスチック類、古紙、木質建設廃材及び鉄・非鉄金属等の再資源

化を行っている。 

廃プラスチック類のうち、軟質系プラスチックは、RPF（固形燃料）及びCPF（フラフ燃料）に加工し、大手

製紙メーカーやセメントメーカー等の原油・石炭の代替燃料（サーマルリサイクル燃料）として販売している。

ペットボトルについては、圧縮してプラスチック原料として再資源化している。古紙は、圧縮して大手製紙メー

カー向けに製紙原料として販売している。木質の建設廃材等は、破砕しチップ化したものを大手製紙メーカーの

木質バイオマス発電向け燃料として供給している。鉄・非鉄金属は、切断・圧縮しブロック化したものを鉄鋼・

非鉄金属メーカー等向けに再資源化原料として販売している。特に、非鉄金属の再資源化では、レアメタルを含

む電子基板等を精錬所向けに販売することで都市鉱山の有効活用に貢献している。 

このように同社では、“廃棄物は新たな価値を生み出す商材”という考えのもと、廃棄物を再生資源に生まれ変

わらせる取組みに注力している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バリオセパレータ 中間処理の様子 

CPF（フラフ燃料） RPF（固形燃料） 
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(3) 経営理念・経営方針 

 株式会社金城滋商事は、「安心の資格認定で地球環境に貢献します。」というスローガンのもと、「適正処理を

行う！」、「ごみを資源に活かす！」、「社会に貢献する！」の3 つを基本指針に掲げている。このスローガン・基

本指針には、一般・産業廃棄物収集運搬事業、産業廃棄物中間処理事業及び再生資源加工事業を通じ、適正な廃

棄物収集・処理と地球規模の循環型社会の構築に貢献することで、地域の企業や住民に信頼され、必要とされる

存在であり続けることへの意気込みが込められている。 

 また、同社が考える廃棄物の適正処理とは、単にお客さまからごみを引き取ることではなく、自治体の許可を

得た事業者が事前契約・マニュフェスト・報告等のステップを経て処理を行うこととしている。そのため、同社

では、2004 年よりISO14001 認証を取得し、2015 年以降廃棄物収集運搬業・処分業において国内29 自治体

で許可を取得している。さらに、23 もの自治体において優良認定を取得するなど、高い基準での適正処理を行

っている。加えて、同社では、「混ぜればごみ、分ければ資源」という考えのもと、業界内でいち早く選別の必

要性を認識し、素材別の選別やそれを可能にする設備投資を実行してきた。この取組みは、同社のビジネスモデ

ルにおけるキーポイントとなっている。 

同社では、これからも「リサイクルを積極的に推進することでの地球貢献」、「社会福祉など地域への社会貢

献」、「災害時、緊急時の支援による地域貢献」を胸に事業活動を展開し、活力あふれる地域経済及び地域社会の

構築に向け、お客さまの「ありがとう」の言葉を支えにチャレンジし続けるとしている。 

 

 同社の経営理念 

 

経営理念 

スローガン 安心の資格認定で地球環境に貢献します。 

基本指針 

１．適正処理を行う！ 

２．ごみを資源に活かす！ 

３．社会に貢献する！ 
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(4) サステナビリティ 

 株式会社金城滋商事は、事業活動を通じて SDGs の達成に貢献し、地域課題の解決及び持続可能な社会の実

現に努めている。今後も同社は、サステナビリティ経営を実践し、経済価値に加えて社会価値や環境価値を向上

させることで企業価値の向上と社会の持続的成長を同時に目指していくとしている。 

 また、同社では SDGs 宣言を策定し、重要課題（マテリアリティ）や目指す共通価値を特定している。同宣

言では、本業における SDGs との関連性や取組状況を確認したうえで、今後、同社が SDGs のどのゴールに貢

献する事業・取組みを行っていくかが明示されている。 

 

 同社のSDGs 宣言 

 

 

  

（出所）同社ホームページ 
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2. インパクトの特定 

 

(1) 事業性評価 

 株式会社金城滋商事は、一般・産業廃棄物収集運搬事業、産業廃棄物中間処理事業及び再生資源加工事業の3

つのセグメントを展開している。以下のとおり、事業性の観点から同社の強みや現状を分析した。 

 

① 一気通貫のワンストップサービス 

 同社は、自社が収集運搬した産業廃棄物等に加え、同業者が収集・中間処理した各種廃棄物の引受、選別した

有価物の再資源化までを一気通貫で行える点が大きな強みである。地元同業者には、同社のように多種多様な廃

棄物を処理できる会社はなく、地域で排出される廃棄物を一手に集めることを可能にしている。 

このような同社のビジネスモデルを支えているのが四国内トップクラスの選別処理設備である。これにより、

同業者との差別化を図り、業界内でのプレゼンス向上を実現している。 

 

 廃棄物処理の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

② お客さまの信頼と安心 

 同社は、2004 年に環境に携わる業を営む者の責任と位置付けISO14001 認証を取得し、以後10 年以上にわ

たり認証を維持し続けている。また、同社は、国内29 自治体で廃棄物収集運搬業・処分業に関する許可を取得

しており、そのうち23 もの自治体で優良認定を取得するなど、高い基準で廃棄物の適正処理を行っている。 

このように、同社では、国際認証に加え、数多くの自治体において優良認定を取得することで、大手企業を主

体とするお客さまの信頼と安心を勝ち取っている。さらに、これらの取組みは、同社の関東エリアから九州エリ

アに至る広域での事業展開を可能にし、同社の安定した事業基盤につながっている。 

 

 ISO14001 登録証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

収集運搬 中間処理（選別） 再資源化（圧縮） 
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③ 政府方針との整合性 

 同社は、個人創業以来、日夜クリーンなまちづくりに貢献するべく、廃棄物の収集運搬に取り組んできた。廃

棄物の取扱いは、時代の流れとともに変化しており、現在では3R（リデュース、リユース、リサイクル）の考

え方が企業や個人に至るまで浸透しつつある。同社では、その変化をいち早くキャッチし、今日に至るまで廃棄

物の選別と再資源化に力を注いでいる。 

2024年5月には、「資源循環の促進のための再資源化事業等の高度化に関する法律（再資源化事業高度化法）」

が成立した。この法律は、文字どおり国内での資源循環を促進し、高度な再資源化ビジネスの育成を目的として

おり、同社が注力する再生資源加工事業と目指す方向性を同じくしている。このように、同社の取組みは、循環

型社会の実現に向けて社会の在りようが変化する時代において、その変化を先取りしビジネスチャンスにつな

げる成功モデルといえる。 

 

④ 従業員の健康と安全 

 同社は、従業員の健康と安全につなげようと「健康づくり推進宣言」を行っている。同社では、同宣言に基づ

き、法定定期健診時の頭部 MRI 健診受診勧奨、血圧・アルコールチェック及び夏季の熱中症対策等の従業員の

健康・安全管理に力を入れている。また、社内のコミュニケーションツールとして「WowTalk」を導入し、日

報、勤怠管理及び社内通達の閲覧等を手のひらで完結できる仕組みを採用している。これにより、社内での全方

位のコミュニケーションの円滑化且つ業務効率化による労働時間削減を実現している。 

このような同社の取組みは、共に働く仲間の働きがいやモチベーションを向上させており、ひいてはお客さま

へのサービス品質の向上へとつながっている。 

 

 健康づくり推進宣言 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 同社では、これらの内部環境要因と外部環境要因とを有機的に結合させ、ビジネスチャンスの拡大とリスクの

低減を図っている。こうした同社の取組みが、安定的な事業基盤の構築及び今後の業容拡大に向けた成長エンジ

ンとなっている。 
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(2) バリューチェーン分析 

以下のとおり、株式会社金城滋商事のバリューチェーンを可視化した。バリューチェーンをもとに、同社の事

業活動から生じる重大なポジティブインパクト、ネガティブインパクトを特定した。 

 

 同社は、一般・産業廃棄物収集運搬事業、産業廃棄物中間処理事業及び再生資源加工事業を展開している。 

 主力の産業廃棄物収集運搬事業は、四国全域に加え関東～九州までを営業エリアとしている。飲食店や病

院などの毎日収集、工場や事業所などの定期収集及び工事現場や解体現場などの臨時収集を行っている。 

 一般廃棄物収集運搬事業では、松山市委託の可燃ごみ・古紙（家庭ごみ）の定期収集と、企業や各種施設か

ら排出される事業系一般廃棄物を取り扱っている。 

 収集した廃棄物のうち、再資源化が困難なものは、公営クリーンセンターまたは民間施設で焼却処分して

いる。埋立処分が必要なものについては、民間が運営する最終処分場へ持ち込んでいる。 

 再生資源加工事業では、廃プラスチック類を原料とするRPF 及びCPF に加え、金属くず、木くず及び紙く

ず等のリサイクル原料の加工・販売を行っている。 

 得意先には、大手電子機器メーカー、大手製紙・段ボールメーカー、大手家電量販店、大手ハウスメーカー

及び大手セメントメーカーなど、大手企業を主体に約500 社を有している。 

 

 同社のバリューチェーン 

 

 

 

  

川上の事業者 株式会社金城滋商事 川下の事業者

収集運搬・受入

- 一般廃棄物
- 事業系一般廃
棄物

- 産業廃棄物
- 特別管理産業

廃棄物

一般廃棄物

- 自治体A

事業系一般廃棄物
- 諸事業者

産業廃棄物
- 県外大手B社
- 県外大手C社 等

特別管理産業廃棄物

- 県外大手D社 等

中間処理

- 選別
- 破砕
- 切断
- 圧縮
- 溶融

焼却・最終処分

- 焼却処分/自治体Aクリーンセ
ンター、県内E社

‒ 管理型最終処分場/県内F社

運搬

- 一般廃棄物
- 事業系一般廃
棄物

- 産業廃棄物
- 特別管理産業

廃棄物

再資源加工品利用

- RPF・CPF利用/県外大手G社、
県外大手H社、県内大手I社

- リサイクル原料利用/諸事業者

再生資源加工・販売

- RPF製造・販売
- CPF製造・販売
- リサイクル原料加
工・販売
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ポジティブインパクトファイナンス評価書 

(3) インパクトレーダーによるマッピング 

 （２）のバリューチェーン分析に加え、UNEP FI が提供するインパクトレーダーによるマッピングを行った。

株式会社金城滋商事の廃棄物関連事業を「一般・産業廃棄物収集運搬事業」、「産業廃棄物中間処理事業」及び「再

生資源加工事業」の3つに大別し、次に、国際標準産業分類にてそれぞれを「非有害・有害廃棄物収集業（ISIC3811、

3812）」、「非有害・有害廃棄物処理・処分業（同3821、3822）」及び「材料再生業（同3830）」に分類した。

本分類を適用し、発生するインパクトの検証を行った。 

 なお、同社の川上事業は、「一般公務（同8411）」、「照射、電気医療及び電気療法装置製造業（同2660）」、

「段ボール及び板紙並びに紙製・板紙製容器製造業（同1702）」及び「その他の非専門店小売業（同4719）」

で、川下事業は、「一般公務（同 8411）」、「非有害・有害廃棄物処理・処分業（同 3821、3822）」、「パルプ、

紙及び板紙製造業（同1701）」及び「セメント、石灰及び石膏製造業（同2394）」に分類し、発生するインパ

クトの検証を行った。このうち、同社の主力事業とインパクトの関連性が高いもののみ、より詳細に発生するイ

ンパクトの検証を行った。 

 

 インパクトマッピング（川上の事業～川下の事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PI：ポジティブインパクト、NI：ネガティブインパクト 

◎：重要な影響がある、○：影響がある 

 

 

 

 

 

 

 

業種

PI/NI PI NI PI NI PI NI PI NI PI NI PI NI PI NI PI NI PI NI PI NI PI NI

社会 Availability - Water ○ ○ ○

Food

Housing ○

Health & sanitation ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

Education ○

Employment ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Energy ○ ○

Mobility

Information

Culture & heritage ○ ○

Integrity & security

of person
◎ ◎

Justice ◎ ◎
Strong insitutions,

peace & stability
◎ ◎ ◎ ◎

環境 Quality - Water ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

Air ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Soil ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
Biodiversity &

ecosystems
◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○

Resources efficiency

/ security
○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

Climate ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Waste ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

経済
Inclusive, healthy

economies
◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

Economic

convergence

その他 Other

3811、3812

川上の事業 (株)金城滋商事の事業 川下の事業

― ― ― ―
一般・産業廃棄物

収集運搬事業

一般・産業廃棄物

中間処理事業
再生資源加工事業

1701 2394

― ― ―

国際標準産業分類

8411 2660 1702 4719

一般公務

照射、電気医療

及び電気療法装置

製造業

段ボール及び板紙

並びに紙製・板紙製

容器製造業

その他の非専門店

小売業

―

非有害・有害

廃棄物

処理・処分業

3821、3822 3830 8411 3821、3822

セメント、石灰及び

石膏製造業

非有害・有害

廃棄物収集業
材料再生業 一般公務

非有害・有害

廃棄物

処理・処分業

パルプ、紙及び

板紙製造業
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ポジティブインパクトファイナンス評価書 

 インパクトマッピング（詳細） 

 

 
一般・産業廃棄物

収集運搬事業 

産業廃棄物中間処

理事業 
再生資源加工事業 

分野 種類 インパクトカテゴリー PI NI PI NI PI NI 

本業 社会 

Availability - Water 

（水） ○  ○    

PI） 廃棄物収集運搬及び中間処理を通じ、地域の衛生環境整備に貢献。もって、地域企業及び住民の

安全な水へのアクセスに貢献。 

 

＜主な取組み＞ 

 廃棄物収集運搬事業では、「健康・衛生」と同様に、同社が松山市の家庭ごみや各種産業廃棄

物を定時・臨時で適正に収集することで不法投棄等につながる可能性を低減。収集した廃棄物

は、直接公営クリーンセンターへ持ち込むか、南吉田事業所へ運搬し中間処理。 

 中間処理事業では、自社が収集した廃棄物に加え、他社が収集した廃棄物も引受。南吉田事業

所では、廃棄物の種類ごとに積替保管及び中間処理スペースを区分することで適正な処理を実

施。選別段階では、バリオセパレータなどを用い、RPF（固形燃料）及びCPF（フラフ燃料）

の製造原料等として再資源化。もって、地域の水質保全に貢献。 

 なお、同社は、愛媛県及び松山市等の29 自治体において、産業廃棄物収集運搬業・処分業の

許可を取得済で、そのうち23 もの自治体で「優良認定」を取得済。 

Health & sanitation 

（健康・衛生） ◎  ◎ ○ ◎  

PI） 廃棄物収集運搬、中間処理及び再資源化を通じ、地域住民の衛生的で健康な生活に貢献。 

 

＜主な取組み＞ 

 廃棄物収集運搬事業では、「水」と同様に、同社が適正に収集し、不法投棄等の発生を低減さ

せることで街並みが衛生的に保たれ、地域住民の衛生的で健康な生活に貢献。収集した廃棄物

は、直接公営クリーンセンターへ持ち込むか、南吉田事業所へ運搬し中間処理。 

 中間処理事業では、自社及び他社が収集した廃棄物を処理。南吉田事業所では、廃棄物の種類

ごとに積替保管及び中間処理スペースを区分することで適正な中間処理を実施。選別段階で

は、バリオセパレータなどを用い、RPF 及びCPF の製造原料等として再資源化。最終処分場

での埋立ごみの削減によりクリーンなまちづくりに貢献。 

NI) 廃棄物の処理方法及び廃棄場所への依存が都市環境の悪化につながりうる。 

 

＜主な取組み＞ 

 同社は、一般・産業廃棄物収集運搬、中間処理及び再資源化を通じて「健康・衛生」のNIを

緩和し、むしろPIを拡大する取組みとして上記PI記載事項を実施。 

Energy 
（エネルギー）   ○    

PI） 廃棄物中間処理を通じ川下事業者のサーマルリサイクル燃料の調達に貢献。 

 

＜主な取組み＞ 

 中間処理事業では、自社及び他社が収集した廃棄物をバリオセパレータ等で有価物とそれ以外

に選別し再資源化に貢献。 

 同社は、有価物のうち軟質系プラスチック（ナイロン等の包装廃材）からRPF（固形燃料）を

製造し石炭代替燃料として販売。また、軟質系プラスチックを50mm以下に破砕・圧縮・梱

包したCPF（フラフ燃料）を重油代替燃料として販売。さらに、建設廃材等の木材をチップ化

しバイオマス燃料として販売。いずれの燃料も大手製紙会社や大手セメントメーカー等向けに

販売。これらの取組みを通じ地域のエネルギーに貢献。 
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ポジティブインパクトファイナンス評価書 

 
一般・産業廃棄物

収集運搬事業 

産業廃棄物中間処

理事業 
再生資源加工事業 

分野 種類 インパクトカテゴリー PI NI PI NI PI NI 

経済 

Inclusive, healthy economies 

（包括的で健全な経済） ○  ○    

PI） 川上企業の事業活動から排出される廃棄物の収集運搬、中間処理及び再資源化を通じ、地域の経

済活動を下支え。 

 

＜主な取組み＞ 

 同社では、川上企業が排出する廃棄物の収集運搬、それらの中間処理及び再資源化を通じ、川

上・川下両企業の経済活動を下支えする役割を担う。 

 特に中間処理事業及び再生資源加工事業では、同社が手を加えなければ焼却または埋立処分さ

れるごみをサーマルリサイクル燃料や再生原料に選別・加工することでサーキュラーエコノミ

ーに貢献。 

PI：ポジティブインパクト、NI：ネガティブインパクト 

◎：重要な影響がある、○：影響がある ※関連性のないインパクトカテゴリーは省略 

 

 

 
一般・産業廃棄物

収集運搬事業 

産業廃棄物中間処

理事業 
再生資源加工事業 

分野 種類 インパクトカテゴリー PI NI PI NI PI NI 

雇用 社会 

Employment 

（雇用） ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

PI） 従業員の生計及びその家族を含めた社会保障の確保に貢献。 

 

＜主な取組み＞ 

 賃金等処遇面の取組みについて、同社では、愛媛県の最低賃金956円（2024 年10改正）を

大幅に上回る賃金水準を設定しており、同業他社と比較しても高い水準にある。同社では、基

本給のほか、資格手当、住宅手当及び家族手当などの各種手当を支給。国交省が 2024 年問

題への対応の１つとして運賃水準を8％引き上げる方針を示すなか、同社では、各取引先・得

意先との価格交渉による値上げ部分を更なる処遇改善及び福利厚生の充実に充てる方針。 

 また、同社は、定年退職と同時に公的年金が受給できるよう定年年齢を65歳に設定すること

で、従業員が退職後も安定した生計を維持できる仕組みとしているほか、定年退職時に退職

金を支給。さらに、労働災害以外の従業員の傷害・疾病に備え、会社負担で傷害保険にも加

入。これには、けがや病気で休職することになった従業員の所得補償という狙いがある。 

 今後、同社では、従業員の金融リテラシー向上を図り、従業員自身での資産形成を支援する取

組みを検討中。 

 働きがい向上の取組みでは、クレーンや大型トラック運転免許等の資格取得支援制度があり、

資格取得者には資格手当として頑張りに報いる仕組みを採用。 

 ダイバーシティの取組みでは、産前・産後休業、育児・介護休業の取得促進策として、2024

年度から社内のコミュニケーションツールとして導入した「WowTalk」を活用し、社内アナ

ウンスによる積極的な取得及び取得希望者のフォロー体制を構築。 

NI) 労働条件によって従業員の健康に影響を与えうる。 

 

＜主な取組み＞ 

 同社では、従業員の健康増進に資する取組みとして、法定定期健診に加えて40 歳以上のパー

トを含むすべての希望者を対象に「頭部MRI健診」の受診を勧奨。頭部MRI健診受診費用の

うち90％を会社負担とすることで受診を促進。 
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ポジティブインパクトファイナンス評価書 

 
一般・産業廃棄物

収集運搬事業 

産業廃棄物中間処

理事業 
再生資源加工事業 

分野 種類 インパクトカテゴリー PI NI PI NI PI NI 

 同社では、夏季の熱中症対策として、エアコン等空調設備の増設及びミスト発生器の設置の

ほか、1日3 回の休憩時間を設けている。休憩中には、体温（深部体温）を下げる効果がある

アイスクリーム及び経口補水液を配布するなどして従業員の身体的負荷軽減を図っている。 

 また、同社では、毎朝従業員の健康と安全を管理するため、血圧計測とアルコールチェックを

実施。アルコールチェックについては、各人の免許証をIC端末にかざすタイプのチェッカー

を使用することで、チェック漏れによる交通事故・労働災害を防ぐ効果が得られている。今

後、心の健康増進を企図し、ストレスチェックの実施を検討中。 

 さらに、休暇面では、社内で有給取得奨励日を設けることで取得を促進。ハラスメント対策で

は、第三者機関として社外法律事務所と顧問契約。これは、社内の専門部署や専担者と比較し

て、当事者が相談しやすい環境を整える狙いがあり、同法律事務所はすべて女性弁護士とい

う点でも当事者の「駆け込みやすさ」に配慮。 

 この他、「WowTalk」を活用し、上司と部下間の日報、勤怠管理及び社内通達の閲覧を手のひ

らでスマホ完結できる仕組みとすることで業務効率化を実現し労働時間短縮を図っている。

引き続き同システムの機能をアップデートすることで、給与明細等これまで書面交付してい

たものを削減しペーパーレス化も促進する方針。 

PI：ポジティブインパクト、NI：ネガティブインパクト 

◎：重要な影響がある、○：影響がある ※関連性のないインパクトカテゴリーは省略 

 

 

 
一般・産業廃棄物

収集運搬事業 

産業廃棄物中間処

理事業 
再生資源加工事業 

分野 種類 インパクトカテゴリー PI NI PI NI PI NI 

環境 環境 

Quality – Water 

（水質） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

PI） 廃棄物収集運搬、中間処理及び再資源化を通じ、地域の水質保全に貢献。 

 

＜主な取組み＞ 

 廃棄物収集運搬事業では、「土壌」「生物多様性と生態系サービス」と同様に、同社が松山市の

家庭ごみや各種産業廃棄物を定時・臨時で適正に収集することで不法投棄等につながる可能

性を低減。収集した廃棄物は、直接公営クリーンセンターへ持ち込むか、南吉田事業所へ運搬

し中間処理。 

 中間処理事業では、自社が収集した廃棄物に加え、他社が収集した廃棄物も引受。南吉田事業

所では、廃棄物の種類ごとに積替保管及び中間処理スペースを区分することで適正な中間処

理を実施。選別段階では、バリオセパレータなどを用い、RPF及びCPFの製造原料等として

再資源化。もって、地域の水質保全に貢献。 

 なお、同社は、愛媛県及び松山市等の29 自治体において、産業廃棄物収集運搬業・処分業の

許可を取得済で、そのうち23 もの自治体で「優良認定」を取得済。 

NI) 廃棄物の処理方法及び廃棄場所への依存が水質汚染につながりうる。 

 

＜主な取組み＞ 

 同社が取り扱う廃棄物のうち、水質汚染の懸念があるものは、特別管理産業廃棄物に分類さ

れる廃油、廃酸及び廃アルカリなど。それらは、収集運搬過程で漏出しないよう収集場所から

運搬され保管。積替保管の許可を取得していない種類については直接最終処分場へ持ち込み。 

 処理施設は、全面アスファルトまたはコンクリートで舗装され、万一廃油等が漏出した場合

においても水質への影響を低減する対応が取られている。 
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ポジティブインパクトファイナンス評価書 

 
一般・産業廃棄物

収集運搬事業 

産業廃棄物中間処

理事業 
再生資源加工事業 

分野 種類 インパクトカテゴリー PI NI PI NI PI NI 

Air 

（大気）  ○  ○ ○ ○ 

PI） 再資源化により廃棄物の焼却処分量及び新たな化石燃料の燃焼量が減り、大気汚染物質の削減

に貢献。 

 

＜主な取組み＞ 

 同社は、大手製紙会社や大手セメントメーカー等向けに、軟質系プラスチックからRPFを製

造し石炭代替燃料として販売。また、軟質系プラスチックを50mm以下に破砕・圧縮・梱包

したCPFを重油代替燃料として販売。さらに、建設廃材等の木材をチップ化しバイオマス燃

料として販売。これにより、販売先の重油・石炭の焚き減らしによるSOx 及びNOx 等の大

気汚染物質の排出量削減に貢献。 

 同社では、廃ペットボトルについても圧縮してプラスチック原料として再資源化することで

焼却処分量を削減。もって、大気汚染物質の排出量削減に貢献。 

NI) 廃棄物の収集運搬過程等での排ガス及び処理方法等によるNI発現。 

 

＜主な取組み＞ 

 廃棄物収集運搬事業では、「資源効率・安全性」「気候」と同様に、営業用車両の一部にHVを

導入し大気汚染物質の排出を低減。中間処理及び再資源化過程で使用する重機においても一

部でEVを導入済。 

 南吉田事業所では、空き缶、空き瓶及び廃ペットボトル等を取り扱う関係でやや臭気が気に

なるものの、建屋外において臭気は感じられない。同事業所では、火災発生時の延焼を最小限

に食い止めるため消火用貯水タンクを 2 基設置。これには、化石由来原料の燃焼による大気

汚染物質の排出を抑制する狙いもある。 

 一方、同社は、PI記載の再資源化の取組みによりバリューチェーン上のNI緩和にも貢献。 

Soil 

（土壌） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎  

PI） 廃棄物の適正処理及び再資源化により土壌保全に貢献。 

 

＜主な取組み＞ 

 廃棄物収集運搬事業では、「水質」「生物多様性と生態系サービス」と同様に、同社が適正に収

集することで不法投棄等につながる可能性を低減。収集した廃棄物は、直接公営クリーンセ

ンターへ持ち込むか、南吉田事業所へ運搬し中間処理。 

 中間処理事業では、自社及び他社が収集した廃棄物を処理。南吉田事業所では、廃棄物の種類

ごとに積替保管及び中間処理スペースを区分することで適正な中間処理を実施。選別段階で

は、バリオセパレータなどを用い、RPF及びCPFの製造原料等として再資源化。最終処分場

での埋立ごみの削減により土壌保全に貢献。 

NI) 廃棄物の処理方法及び廃棄場所への依存が土壌汚染につながりうる。 

 

＜主な取組み＞ 

 同社が収集運搬及び中間処理業務で取り扱う廃棄物のうち、土壌汚染につながりうるものは、

特別管理産業廃棄物に分類される廃油、廃酸及び廃アルカリなど。それらは、収集運搬過程で

漏出しないよう収集場所から運搬され保管。積替保管の許可を取得していない種類について

は直接最終処分場へ持ち込み。 

 処理施設は、全面アスファルトまたはコンクリートで舗装され、万一廃油等が漏出した場合

においても土壌への影響を低減する対応が取られている。 

Biodiversity & ecosystems 

（生物多様性と生態系サービス） ◎  ◎ ○ ◎  

PI） 廃棄物の適正処理及び再資源化により生物多様性・エコシステムの保存に貢献。 
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一般・産業廃棄物

収集運搬事業 

産業廃棄物中間処

理事業 
再生資源加工事業 

分野 種類 インパクトカテゴリー PI NI PI NI PI NI 

＜主な取組み＞ 

 廃棄物収集運搬事業では、「水質」「土壌」と同様に、同社が適正に収集することで不法投棄等

につながる可能性を低減。収集した廃棄物は、直接公営クリーンセンターへ持ち込むか、南吉

田事業所へ運搬し中間処理。 

 中間処理事業では、自社及び他社が収集した廃棄物を処理。南吉田事業所では、廃棄物の種類

ごとに積替保管及び中間処理スペースを区分することで適正な中間処理を実施。選別段階で

は、バリオセパレータなどを用い、RPF及びCPFの製造原料等として再資源化。最終処分場

での埋立ごみの削減により、生物多様性・エコシステムの保存に貢献。 

NI) 廃棄物の処理方法及び廃棄場所への依存でNIが発現。 

 

＜主な取組み＞ 

 同社が収集運搬及び中間処理業務で取り扱う廃棄物のうち、生物多様性と生態系サービスへ

影響しうるものは、特別管理産業廃棄物に分類される廃油、廃酸及び廃アルカリなど。それら

は、収集運搬過程で漏出しないよう収集場所から運搬され保管。積替保管の許可を取得して

いない種類については直接最終処分場へ持ち込み。 

 処理施設は、全面アスファルトまたはコンクリートで舗装され、万一廃油等が漏出した場合

においても生物多様性・エコシステムへの影響を低減する対応が取られている。 

Resources efficiency / security 

（資源効率・安全性） ○ ○ ○ ○ ◎ ○ 

PI） 廃棄物収集運搬、中間処理及び再資源化を通じ、資源効率改善に貢献。 

 

＜主な取組み＞ 

 中間処理事業では、「廃棄物」と同様に、自社及び他社が収集した廃棄物をバリオセパレータ

などで有価物とそれ以外に選別。 

 同社は、特に廃棄物の再資源化に強みがあり、大手製紙会社や大手セメントメーカー等向け

にサーマルリサイクル燃料を販売。具体的には、軟質系プラスチックからRPFを製造し石炭

代替燃料として販売し、軟質系プラスチックを50mm 以下に破砕・圧縮・梱包したCPF を

重油代替燃料として販売。さらに、建設廃材等の木材をチップ化しバイオマス燃料として販

売。 

 この他、廃ペットボトル、段ボール等の古紙、建設廃材等の木材、ロッカー・机等の金属製品、

空き缶（アルミ缶、スチール缶）及び空き瓶についても、各原料メーカー等へ売り渡し。特に、

パソコンやスマートフォン等の電子機器に内蔵されている電子基板等を精錬所へ売り渡し、

それらに含まれる金、パラジウム、プラチナ等のレアメタルや銀、銅の再資源化に注力。もっ

て、資源効率改善に貢献。 

NI) 廃棄物収集運搬、中間処理及び再資源化の過程でNIが発現。 

 

＜主な取組み＞ 

 廃棄物収集運搬事業では、「大気」「気候」と同様に、営業用車両の一部にHVを導入し大気汚

染物質の排出を低減。中間処理及び再資源化過程で使用する重機においても一部で EV を導

入済。選別機及び圧縮機等の設備では、電動化により資源効率への影響を緩和。 

 一方、同社は、PI記載の再資源化の取組みによりバリューチェーン上のNI緩和にも貢献。 

Climate 

（気候）  ○  ○  ○ 

NI) 廃棄物収集運搬、中間処理及び再資源化の過程におけるGHG排出でNIが発現。 

 

＜主な取組み＞ 

 廃棄物収集運搬事業では、「大気」「資源効率・安全性」と同様に、営業用車両の一部にHVを

導入しGHG排出を低減。中間処理及び再資源化過程で使用する重機においても一部でEVを
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一般・産業廃棄物

収集運搬事業 

産業廃棄物中間処

理事業 
再生資源加工事業 

分野 種類 インパクトカテゴリー PI NI PI NI PI NI 

導入済。選別機及び圧縮機等の設備では、電動化により気候への影響を緩和。 

 一方、同社は、再資源化の取組みによりバリューチェーン上の重油・石炭の焚き減らしや廃ペ

ットボトル等の焼却処分量の削減を通じ、気候変動の緩和に貢献。 

Waste 

（廃棄物） ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ 

PI） 廃棄物収集運搬、中間処理及び再資源化を通じ、廃棄物管理・削減に貢献。 

 

＜主な取組み＞ 

 廃棄物収集運搬事業では、「資源効率・安全性」と同様に、川上企業から排出された廃棄物の

適正な収集・処理、川下企業のサーマルリサイクル燃料と再生原料の利用拡大及び最終処分

ごみの削減に貢献。 

 同社は、特に廃棄物の再資源化に強みがあり、中間処理事業では、自社及び他社が収集した廃

棄物をバリオセパレータなどで有価物とそれ以外に選別。大手製紙会社や大手セメントメー

カー等向けにサーマルリサイクル燃料を販売。具体的には、軟質系プラスチックからRPFを

製造し石炭代替燃料として販売。また、軟質系プラスチックを50mm以下に破砕・圧縮・梱

包したCPFを重油代替燃料として販売。さらに、建設廃材等の木材をチップ化しバイオマス

燃料として販売。 

 この他、廃ペットボトル、段ボール等の古紙、建設廃材等の木材、ロッカー・机等の金属製品、

空き缶（アルミ缶、スチール缶）及び空き瓶についても、各原料メーカー等へ売り渡し。特に、

パソコンやスマートフォン等の電子機器に内蔵されている電子基板等を精錬所へ売り渡し、

それらに含まれる金、パラジウム、プラチナ等のレアメタルや銀、銅の再資源化に注力。もっ

て、焼却・埋立処分されるごみの削減に貢献。 

NI) 自社事業所からの廃棄物及び老朽化設備の廃棄によるNIが発現。 

 

＜主な取組み＞ 

 同社では、自社事業所で排出される廃棄物を自社の再資源化プロセスに則り、再資源化を主

軸に適正に処理。車両、重機及び圧縮機・選別機等の老朽設備については、分類ごとにより環

境への負荷をより低減させる方法で売却・除去。基本的には、法定耐用年数を超えていても、

使用できる限り使用する方針。 

 一方、製造・購入後経過年数が相当期間経過した設備は、エネルギー効率とのバランスを考慮

しリプレース。 

PI：ポジティブインパクト、NI：ネガティブインパクト 

◎：重要な影響がある、○：影響がある ※関連性のないインパクトカテゴリーは省略 
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(4) 特定したインパクト 

 （１）～（３）の分析を踏まえて、株式会社金城滋商事が「環境」「社会」「経済」に与えるインパクトを以下

のように特定した。 

 

特定したインパクト 

① クリーンなまちづくりへの貢献 

② エンゲージメントの向上 

③ 事業活動を通じた脱炭素社会への貢献 

 

① クリーンなまちづくりへの貢献 

同社は、一般・産業廃棄物収集運搬事業、産業廃棄物中間処理事業及び再生資源加工事業の3 つのセグメント

を通じ、環境配慮型の衛生的な地域社会の構築に貢献するとともに、地域の経済活動を下支えする役割を担って

いる。 

環境配慮型の衛生的な地域社会の構築について、一般・産業廃棄物収集運搬事業では、23 もの自治体で優良

認定を取得するなど、高い基準での適正処理を通じ、不法投棄等につながる可能性を低減している。また、産業

廃棄物中間処理事業においても、収集運搬事業と同様に自治体から優良認定を取得している。同事業では、同社

が誇る四国内トップクラスの選別処理設備により、自社が収集した廃棄物に加え、他社が収集した廃棄物も引き

受けることで、地域で排出される廃棄物の適正処理の輪を拡大している。さらに、再生資源加工事業においては、

中間処理過程で選別された廃プラスチック類、古紙、木質建設廃材及び鉄・非鉄金属等を品目ごとに細かく再資

源化している。同社は、これらの取組みにより、不法投棄、焼却処分及び埋立処分されるのごみを削減し、地域

の企業・住民のきれいな水へのアクセス、衛生的で健康な生活環境の保全、効率的な資源の活用に貢献している。 

地域の経済活動の下支えについて、一般・産業廃棄物収集運搬事業は、地域社会に欠かせないインフラとして

機能しており、川上企業の事業活動から排出される廃棄物を収集し、川下企業の焼却施設及び最終処分場への運

搬を通じ、適正な廃棄物処理に貢献している。また、産業廃棄物中間処理事業では、自社及び他社が収集した廃

棄物を選別し、焼却・埋立処分されるごみの削減に貢献している。さらに再生資源加工事業においては、廃棄物

に新たな命を吹き込み、再生原料として川下企業へ売り渡すことでサーキュラーエコノミーに貢献している。 

今後、同社では、廃棄物及び再生原料の取扱量を増加させることで、「住民が衛生的で健康に暮らすことがで

きるクリーンなまちづくりに貢献する」、「脱炭素型・循環型社会の構築に貢献する」といった観点で追加的なイ

ンパクトの発現を目指すとしている。具体的には、サーマルリサイクル燃料及び再生原料の取扱量を増加させる

としている。 

本インパクトは、UNEP FI のインパクトレーダーでは「健康と衛生」「資源効率・安全性」「廃棄物」に該当

し、社会面及び環境面のポジティブインパクトを拡大するものと考えられる。SDGs では、3.9、11.6、12.2、

12.4、12.5 のターゲットに該当すると考えられる。 

 

項目 内容 

インパクトの種類 
社会面におけるポジティブインパクトの拡大 

環境面におけるポジティブインパクトの拡大 

インパクトカテゴリー 「健康と衛生」「資源効率・安全性」「廃棄物」 

関連するSDGs 

3.9「2030 年までに、有害化学物質、並びに大気、水質及び土壌の汚染に

よる死亡及び疾病の件数を大幅に減少させる。」 

11.6「2030 年までに、大気の質及び一般並びにその他の廃棄物の管理に特

別な注意を払うことによるものを含め、都市の一人当たりの環境上の

悪影響を軽減する。」 

12.2「2030 年までに天然資源の持続可能な管理及び効率的な利用を達成す
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る。」 

12.4「2020 年までに、合意された国際的な枠組みに従い、製品ライフサイ

クルを通じ、環境上適正な化学物質や全ての廃棄物の管理を実現し、

人の健康や環境への悪影響を最小化するため、化学物質や廃棄物の大

気、水、土壌への放出を大幅に削減する。」 

12.5「2030 年までに、廃棄物の発生防止、削減、再生利用及び再利用によ

り、廃棄物の発生を大幅に削減する。」 
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② エンゲージメントの向上 

 賃金等処遇面の取組みでは、愛媛県の最低賃金及び同業他社よりも高い賃金水準を設定しているほか、資格手

当、住宅手当及び家族手当などの手厚い諸手当を支給している。また、同社では、定年年齢を65 歳に設定する

ことで、定年退職と同時に公的年金を受給できる仕組みや、定年退職金の支給により退職後の安定した生計維持

にも貢献している。さらに、同社は、従業員の労働災害以外の休業所得補償制度を導入している点においても従

業員・家族に配慮した経営を行っている。同社は、これらの取組みを通じ、従業員の生計及びその家族を含めた

社会保障を確保しており、地域経済にポジティブなインパクトを与えている。人事面の取組みでは、従業員のス

キルアップを通じたモチベーション向上を企図し、資格取得支援制度を導入している。同社では、取得した資格

に基づく資格手当を支給することで、スキルアップ→モチベーション向上→処遇改善の好循環を生み出してい

る。ダイバーシティの取組みでは、産前・産後休業、育児・介護休業の取得促進策として、「WowTalk」を活用

した社内アナウンスにより、積極的な取得及び取得希望者のフォロー体制を構築している。同社では、これらの

取組みを通じ、エンゲージメントの向上につなげている。 

 一方、一般論として、企業は労働条件によって従業員の健康にネガティブなインパクトを与える側面がある。

これについて、同社では、従業員の健康と安全につなげようと「健康づくり推進宣言」を行っている。具体的な

取組みとしては、法定定期健診と合わせた頭部 MRI 健診の受診勧奨及び毎朝の血圧計測・アルコールチェック

を実施することで、健康管理と合わせて交通事故・労働災害の防止にもつなげている。また、夏季の熱中症対策

として、エアコン等空調設備の増設、ミスト発生器の設置、小まめな休憩時間の確保、休憩時間中のアイスクリ

ーム・経口補水液の配布を行っている。休暇取得では、有給休暇取得奨励日を設けることで取得促進を図り、ハ

ラスメント対策では、第三者機関として社外法律事務所と顧問契約を結ぶことで当事者が相談しやすい環境を

整えている。この他、同社では、「WowTalk」を活用することで、社内のコミュニケーションの円滑化且つ業務

効率化による労働時間削減を実現している点においてもエンゲージメントの向上につなげている。 

 今後、同社では、従業員のウェルビーイング実現に向けた各種施策を講じるとしている。具体的には、従業員

のファイナンシャル・ウェルネス向上のための資産形成セミナーの開催、40 歳以上の従業員を対象とする人間

ドックの受診及びすべての従業員を対象とするストレスチェックを実施するとしている。 

本インパクトは、UNEP FI のインパクトレーダーでは「雇用」に該当し、社会面のポジティブインパクトを

拡大するとともに、同じく社会面のネガティブインパクトを緩和するものと考えられる。SDGs では、8.5 のタ

ーゲットに該当すると考えられる。 

 

項目 内容 

インパクトの種類 社会面におけるポジティブインパクトの拡大、ネガティブインパクトの緩和 

インパクトカテゴリー 「雇用」 

関連するSDGs 

8.5「2030 年までに、若者や障害者を含む全ての男性及び女性の、完全か

つ生産的な雇用及び働きがいのある人間らしい仕事、並びに同一労働

同一賃金を達成する。」 
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③ 事業活動を通じた脱炭素社会への貢献 

同社は、一般・産業廃棄物収集運搬事業、産業廃棄物中間処理事業及び再生資源加工事業の3 つのセグメント

を通じ、循環型社会の構築に取り組むことで脱炭素化にも貢献している。 

脱炭素化の取組みについて、同社では、廃棄物の適正な収集運搬、中間処理及び再資源化を経て、川下企業向

けに RPF、CPF 及びバイオマス燃料等のサーマルリサイクル燃料を供給することで、バリューチェーン上の化

石燃料の焚き減らしによるGHG 排出量削減に貢献している。また、営業用車両及び中間処理過程で使用する重

機の一部にEV・HV を導入するなど、自社のGHG 排出量削減にも取り組んでいる。同社は、これらの取組みに

より、気候変動の緩和に貢献している。 

今後、同社は、事業活動を通じた脱炭素社会への貢献度を高めるため、自社のGHG 排出量の削減を加速させ

る方針としている。具体的には、車両・重機の次世代型への転換に取り組むとしている。 

本インパクトは、UNEP FI のインパクトレーダーでは、「気候」に該当し、環境面のネガティブインパクトを

緩和するものと考えられる。SDGs では、13.1 のターゲットに該当すると考えられる。 

 

項目 内容 

インパクトの種類 環境面におけるネガティブインパクトの緩和 

インパクトカテゴリー 「気候」 

関連するSDGs 
13.1「全ての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靭性（レ

ジリエンス）及び適応の能力を強化する。」 
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(5) インパクトニーズの確認 

① 日本におけるインパクトニーズ 

株式会社金城滋商事の売上は、日本国内におけるものである。以下のとおり、国内におけるSDG インデック

ス＆ダッシュボードを参照し、そのインパクトニーズと同社のインパクトとの関連性を確認した。 

 

 本ファイナンスにおいて特定されたインパクトに対するSDGs のゴールは、以下の5 点である。 

【目標３】 あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保し、福祉を推進する 

【目標８】 すべての人々のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成長、生産的な完全雇用及び働きがい

のある人間らしい仕事（ディーセント・ワーク）を推進する 

【目標11】都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭（レジリエント）かつ持続可能にする 

【目標12】持続可能な消費と生産のパターンを確保する 

【目標13】気候変動とその影響に立ち向かうため、緊急対策を取る 

 

 日本におけるSDG ダッシュボード上では、「目標３」「目標８」「目標11」「目標12」「目標13」に関して「課

題が残る」及び「重大な課題が残っている」、「大きな課題が残っている」とされており、同社の事業活動が、国

内のインパクトニーズと一定の関連性があることを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所：SDSN Sustainable Development Report Interactive Map）  
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② 愛媛県におけるインパクトニーズ 

株式会社金城滋商事は、愛媛県に拠点を構える企業であることから、愛媛県における中長期に取り組む課題と

施策の方向性を確認した。 

 愛媛県では「愛媛県総合計画～未来へつなぐ えひめチャレンジプラン」（2023 年 6 月）を策定し、今後、

重点的に取り組むべき分野（９の政策・37 の施策）を定めている。施策のうち、「施策6：生涯を通じた健康づ

くりの推進」、「施策34：公衆衛生の向上と消費者の安全確保」、「施策35：地球温暖化対策への取組み」、「施策

36：循環型社会の構築と良好な生活環境の保全」、「施策37：自然との共生」については、同社の事業や今後予

定している取組みと一定の関連性があることを確認した。 

 以上のことから、今回特定されたインパクトは、愛媛県の取組みと方向性を同じくするものであり、重要度が

高いものと判断できる。 

 

 愛媛県における重点的に取り組むべき分野 
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（出所：愛媛県総合計画～未来へつなぐ えひめチャレンジプラン） 
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③ ポジティブインパクトに対する追加性、愛媛銀行との方向性の確認 

特定されたポジティブインパクトについて、追加性があること、愛媛銀行のサステナビリティ・SDGs の取組

みと方向性が同じであることを確認した。本ファイナンスで特定されたポジティブインパクトは、「クリーンな

まちづくりへの貢献」「エンゲージメントの向上」である。 

 

「クリーンなまちづくりへの貢献」では、追加的なインパクトの発現に向け、今後、同社は「サーマルリサイ

クル燃料の取扱量の増加」及び「再生原料の取扱量の増加」に注力していくとしている。同社では、広域展開し

ている収集運搬事業及び四国内トップクラスの選別処理設備を武器に、新規先・既存先との取引を拡大させ、廃

棄物及び再生原料の取扱量を増加させていく。 

「エンゲージメントの向上」では、追加的なインパクトの発現に向け、今後、同社は「資産形成セミナーの開

催」、「人間ドックの受診」及び「ストレスチェックの実施」に取り組むとしている。「資産形成セミナーの開催」

では、専門知識のある外部講師を招聘し、従業員一人ひとりのファイナンシャル・ウェルネス向上につなげてい

く。「人間ドックの受診」及び「ストレスチェックの実施」については、受診促進のため、「WowTalk」を活用し

た社内アナウンスや会社による受診費用の補助などを検討していく。 

以上から、本ポジティブインパクトは、SDGs を達成するために効果が期待できる取組みであり、追加性があ

るものと評価できる。 

愛媛銀行では、経営理念のもと「サステナビリティ方針」を掲げ、金融サービス業の本業においては「愛媛銀

行SDGs 宣言」を、社会貢献活動として「愛媛銀行CSR 宣言」を、消費者志向経営の高度化に向けて「消費者

志向自主宣言」をそれぞれ行っている。「サステナビリティ方針」の中で、「（前略）、地域社会や企業が持続的に

成長していくには、持続可能な環境・社会・経済の統合的向上を図る取組みが不可欠であり、持続可能性の向上

を図る経営（サステナビリティ経営）を通じて、組織として継続して取り組んでまいります。」としている。ま

た、「愛媛銀行SDGs 宣言」の中で、地域の共通価値創造、社会的課題の解決に向けて、「社会的インパクト創出

を意識した融資」、「ESG 要素を考慮した事業性融資」、「地域特性に応じた適切な知見の提供、必要な支援」を

実施するとしている。本ファイナンスで特定されたポジティブインパクトは、これらと方向性が一致するもので

ある。 

 

以上から、本ファイナンスは、追加性のあるポジティブインパクトの創出支援を行うものであり、その目的と

の合致を確認したうえで、SDGs 達成に向けた資金需要と資金供給とのギャップを埋めることを目指すものであ

る。 
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3. インパクトの評価 

 インパクトの実現を測定可能なものにするために、以下のとおり、特定されたインパクトに対し、インパクト

の種類（ポジティブインパクトの創出可能性、ネガティブインパクトの抑制・管理）、インパクトカテゴリー、

関連するSDGs、内容・対応方針、及び、目標とKPI を整理する。 

 

 

① クリーンなまちづくりへの貢献 

項目 内容 

インパクトの種類 
社会面におけるポジティブインパクトの拡大 

環境面におけるポジティブインパクトの拡大 

インパクトカテゴリー 「健康と衛生」「資源効率・安全性」「廃棄物」 

関連するSDGs 

 

 

 

 

内容・対応方針 

1. 新規先・既存先との取引拡大により廃棄物及び再生原料の取扱量を増加

させ、住民が衛生的で健康に暮らすことができるクリーンなまちづくり

及び脱炭素型・循環型社会の構築に貢献する。 

目標とKPI 

1-1．2029 年9 月期までに川下事業者（製紙メーカー、セメントメーカー

等）の化石燃料の利用削減に資するサーマルリサイクル燃料※1の取扱

量を20,000t とする。                          

（2024 年9 月期：16,766t） 

1-2．2029 年9 月期までに再生原料※2の取扱量を9,000tとする。                                        

（2024 年9 月期：7,544t） 

※1 サーマルリサイクル燃料：RPF、CPF等フラフ燃料、木質燃料、プラスチック、タイヤチップ 

※2 再生原料：古紙、金属（鉄、金・銀・銅・パラジウム・プラチナ等非鉄金属）、アルミ缶、スチール缶、ビン、ペットボトル、プラスチック 
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➁ エンゲージメントの向上 

項目 内容 

インパクトの種類 
社会面におけるポジティブインパクトの拡大 

社会面におけるネガティブインパクトの緩和 

インパクトカテゴリー 「雇用」 

関連するSDGs 

 

 

 

 

内容・対応方針 
1. 現在及び将来にわたる心身の健康増進を通じた従業員のウェルビーイン

グ実現 

目標とKPI 

1-1．従業員のファイナンシャル・ウェルネス向上のため毎年1 回以上資産

形成セミナーを開催する。 

（2024 年9 月期：0 回） 

1-2．人間ドック受診率を毎年100％とする（対象者：40 歳以上の従業員）。 

（2024 年9 月期：0％） 

1-3．毎年ストレスチェックを実施する。             

（2024 年9 月期：未実施） 
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③ 事業活動を通じた脱炭素社会への貢献 

項目 内容 

インパクトの種類 環境面におけるネガティブインパクトの緩和 

インパクトカテゴリー 「気候」 

関連するSDGs 

 

 

 

 

内容・対応方針 1. 車両・重機の次世代型への転換を通じたGHG 排出量の削減 

目標とKPI 

1-1．2029年9月期末までに運搬車両の15％を次世代自動車※3へ転換する。 

（2024 年9 月期：0％ 次世代自動車0 台／全体53 台） 

1-2．2029年9月期末までに営業用車両の60％を次世代自動車へ転換する。                          

（2024 年9 月期：38％ 次世代自動車５台／全体13 台） 

1-3．2029 年9 月期末までに重機の50％を次世代重機※4へ転換する。                      

（2024 年9 月期：26％ 次世代重機５台／全体19 台） 

※3 次世代自動車：EV、FCV、HV 

※4 次世代重機：EV、FCV、HV 
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4. インパクトのモニタリング・情報開示 

 

(1) モニタリング実施体制 

ファイナンス実施後のモニタリング実施体制は下図のとおりである。 

本ファイナンスに取り組むにあたり、株式会社金城滋商事では、代表取締役を中心に自社事業の棚卸を行い、

インパクトの特定、取組み内容、対応方針、KPI の策定を行った。本件で設定したKPI については、代表取締役

を統括責任者として、取組みの推進、並びに進捗状況の管理を行っていく方針である。 

また、今後、同社と愛媛銀行は、定期的に会合の場を設け、本件で設定したKPI の達成や進捗状況などの情報

共有を行う。日々の情報交換のほか、少なくとも年に1 回は定期的に情報共有を行い、愛媛銀行がその達成状況

や課題をモニタリングするとともに、必要に応じて課題解決に向けた提案を行っていく予定である。なお、経営

環境の変化などによりKPI を変更する必要がある場合は、同社と愛媛銀行が協議の上、再設定を検討する。 

 

 

 

(2) 情報開示 

 モニタリング関連の情報開示については、同社のホームページにて行う予定である。 

 

 

 

  

資金調達者
（借入人）
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モニタリング

モニタリング
実施内容の報告

適宜サポート
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 ご留意事項 

 

(1) 本資料は、評価対象案件について、ポジティブインパクトファイナンスとしての適格性を評価することを

目的としています。本資料及び本資料に係る追加資料等により、当行が参加金融機関に対して本取引への

参加を斡旋、推奨、勧誘または助言するものではありません。参加金融機関は、自らの情報に基づき、自ら

の責任において分析・検討し、本取引への参加判断を行ってください。 

 

(2) 本資料は、借入人から提供された情報及び一般に入手可能な公開情報ほか、当行が信頼できると判断した

情報をもとに作成されていますが、当行はその内容・記述について、真実性、正確性、完全性及び網羅性を

保証するものではなく、本資料はいかなる意味においても法的拘束力を持つものではありません。また、

当行は状況の変化等に応じて、当行の判断でポジティブインパクトファイナンス評価を変更・保留したり、

取り下げたりすることがございます。当行は、本資料の誤りや変更・保留、取り下げ等に関連して発生する

いかなる損害や損失についても一切の責任を負いません。 

 

(3) 当行は、本取引以外の取引において借入人に関する情報を保有または今後取得する可能性がございますが、

これらの情報を開示する義務を負うものではございません。 

 

(4) 借入人と当行との間に、利益相反が生じると考えられる人的関係はございません。 

 

(5) 本資料の著作権は、株式会社愛媛銀行に帰属します。当行による事前承諾を受けた場合を除き、本資料に

記載された情報の一部あるいは全部について、複製、転載、または配布、印刷等、第三者の利用に供するこ

とを禁じます。 
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愛媛銀行 ポジティブインパクトファイナンス 2025 年 2 月 28 日 

株式会社金城滋商事 サステナブルファイナンス本部 

担当アナリスト:田中 麻実 

 
格付投資情報センター（R&I）は愛媛銀行が金城滋商事に対して実施するポジティブインパクトファイナンスにつ

いて国連環境計画・金融イニシアティブ（UNEP FI）が制定したポジティブインパクト金融原則（PIF 原則）に適合して
いることを確認した。 

R&I は別途、愛媛銀行のポジティブインパクトファイナンス実施体制が PIF 原則に適合していることを確認してい
る1。今回のファイナンスに関して愛媛銀行の調査資料の閲覧と担当者への質問を実施し、実施体制の業務プロ
セスが PIF 原則に準拠して適用されていることを確認した。 

愛媛銀行が実施するインパクトファイナンスの概要は以下のとおり。 
 

(1) 対象先 

社名 株式会社金城滋商事 

所在地 愛媛県松山市 

設立 1996 年 11 月 

資本金 30 百万円 

事業内容 一般・産業廃棄物収集運搬事業、産業廃棄物中間処理事業、再生資源加工事業 

売上高 10 億 35 百万円（2024 年 9 月期） 

従業員数 35 名（2024 年 9 月期） 

 

(2) インパクトの特定 

愛媛銀行は対象先の事業内容や活動地域等についてヒアリングを行い、バリューチェーンの各段階において
発現するインパクトを分析し、特定したインパクトカテゴリを SDGs に対応させてインパクトニーズを確認した。また、
当社の事業活動が影響を与える地域におけるインパクトニーズとの整合性について、持続可能な開発ソリューシ
ョンネットワーク（SDSN）が提供する SDG ダッシュボードなどを参照し確認した。 

 

(3) インパクトの評価 

愛媛銀行は特定したインパクトの実現を測定できるようインパクトの内容を整理して KPI を設定した。ポジティブ
インパクトは SDGs 達成に寄与する取り組みとして追加性があると判断した。また、愛媛銀行が掲げる重点課題
（マテリアリティ）と方向性が一致することを確認した。 

  

                              
1 2023 年 6 月 9 日付セカンドオピニオン「愛媛銀行 ひめぎんポジティブインパクトファイナンス実施体制」  

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2023/06/news_release_suf_20230609_jpn.pdf 
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① クリーンなまちづくりへの貢献 

インパクトの種類 社会面におけるポジティブインパクトの拡大 

環境面におけるポジティブインパクトの拡大 

インパクトカテゴリ 「健康と衛生」「資源効率・安全性」「廃棄物」 

関連する SDGs 

   

内容・対応方針 1. 新規先・既存先との取引拡大により廃棄物及び再生原料の取扱量を増加さ

せ、住民が衛生的で健康に暮らすことができるクリーンなまちづくり及び脱炭

素型・循環型社会の構築に貢献する 

KPI・目標 1-1．2029 年 9 月期までに川下事業者（製紙メーカー、セメントメーカー等）の化

石燃料の利用削減に資するサーマルリサイクル燃料（※1）の取扱量を

20,000t とする 

（2024 年 9 月期：16,766t） 

※1 サーマルリサイクル燃料：RPF、CPF 等フラフ燃料、木質燃料、 

プラスチック、タイヤチップ 

 

1-2．2029 年 9 月期までに再生原料（※2）の取扱量を 9,000t とする 

（2024 年 9 月期：7,544t） 

※2 再生原料：古紙、金属（鉄、金・銀・銅・パラジウム・プラチナ等非鉄金 

属）、アルミ缶、スチール缶、ビン、ペットボトル、プラスチック 

 

② エンゲージメントの向上 

インパクトの種類 社会面におけるポジティブインパクトの拡大 

社会面におけるネガティブインパクトの緩和 

インパクトカテゴリ 「雇用」 

関連する SDGs 

 

内容・対応方針 1. 現在及び将来にわたる心身の健康増進を通じた従業員のウェルビーイング

実現 

KPI・目標 1-1． 従業員のファイナンシャル・ウェルネス向上のため毎年 1 回以上資産形成

セミナーを開催する 

（2024 年 9 月期：0 回） 

1-2． 人間ドック受診率を毎年 100%とする（対象者：40 歳以上の従業員） 

（2024 年 9 月期：0%） 

1-3． 毎年ストレスチェックを実施する 

（2024 年 9 月期：未実施） 
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③ 事業活動を通じた脱炭素社会への貢献 

インパクトの種類 環境面におけるネガティブインパクトの緩和 

インパクトカテゴリ 「気候」 

関連する SDGs 

 

内容・対応方針 1. 車両・重機の次世代型への転換を通じた GHG 排出量の削減 

KPI・目標 1-1． 2029 年 9 月期末までに運搬車両の 15%を次世代自動車（※3）へ転換す

る 

（2024 年 9 月期：0%：次世代自動車 0 台／全体 53 台） 

※3 次世代自動車：EV、FCV、HV 

 

1-2． 2029 年 9 月期末までに営業用車両の 60%を次世代自動車へ転換する 

（2024 年 9 月期：38%：次世代自動車 5 台／全体 13 台） 

 

1-3． 2029 年 9 月期末までに重機の 50%を次世代重機（※4）へ転換する 

（2024 年 9 月期：26%：次世代重機 5 台／全体 19 台） 

※4 次世代重機：EV、FCV、HV 

 

(4) モニタリング 

愛媛銀行は対象先の担当者との会合を少なくとも年に 1 回実施し、本 PIF で設定した KPI の進捗状況につい
て共有する。日々の営業活動を通じた情報交換も行い対象先のインパクト実現に向けた支援を実施する。 

 

以 上 
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